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안녕하세요！（アンニョンハセヨ！）韓国！

沢山の思い出ができました！前編

ソウルへ旅立ちの日、Ｎソウルタワーからソウルの夜景を観賞

Ｂ隊 予定より１５分早く学校を出発、仙台空港へ。空港周辺は被災の跡がまだ生々しく

残っており、今回の震災の大きな影響を目の当たりにしました。しかし、復興に向け動

き出している部分も見られ、「頑張れ！！」という気持ちを強くもって空港に入りまし

た。

Ａ隊 秋田空港でテレビ取材を受けました（生徒達は見られませんでしたが）。修学旅行への期待と元気な

姿をお届けすることができました。

仁川では

横断幕で現地ガイド

さんがお出迎え

↑初日の夕食は骨付きカルビです

→初日の目玉Ｎソウルタワーからの夜景見学です。

とってもきれいなイルミネーションです。

１０月２７日(木)～３１日（金）に４泊５日の予定で行われた韓国へ

の修学旅行が無事終了いたしました。本校としては初の海外修学旅行である７期生の修学旅行でした

が、準備段階では３年生の先輩学年が準備してくれたノウハウの蓄積のおかげでスムーズに計画を進

めることができ、実際旅行に行ってからは生徒達の頑張りや成長のおかげで大きな事故や病気もなく

旅程を遂行することができました。学年としては海外ということもあり、特に安全面を最優先させて

全体の計画や生徒への指導を行ってきました。

初めは韓国修学旅行に対して期待度が低かった様子もうかがえた生徒達でしたが、１日目からテン

ションは上がりっぱなしで皆本当に楽しい日々を送ったようでした。今回の旅行のポイントはいくつ

もあるのですが、中でも特筆できるのが姉妹校であるジョンバル高校との交流でした。学校の校庭に

バスが着いたとたん校舎の窓という窓から生徒達が沢山顔をのぞかせて熱狂的な大歓声の歓迎を受け

ました。こんなに歓迎されるとは思ってもいなかった我々はすっかりあっけにとられたというか、状

況に圧倒されながら校舎に入りました。歓迎式典は互いの校長先生の挨拶、生徒代表の挨拶、相互の

生徒によるアトラクションが主な内容でしたが、どの内容も全ての生徒が一つになり、大きな歓声と

拍手が絶えない感動的なレセプションとなりました。ほとんど言葉が通じない二つの集団がここまで

一つになれるのかという驚きを感じました。この経験は生徒達の心にも大きな財産となって残ってい

くものと信じております。修学旅行の楽しい思い出は沢山ありすぎてこの紙面にすべて掲載すること

は到底不可能ですが、その一部をお伝えします。



←人口一千万都市ソウルの夜景を堪能しました。

↓宿舎の漢江ホテルです。ここにも横断幕がありました。

←室長会議は毎日宿舎に帰ったらすぐに行

われました。明日の予定の確認、生活上の注

意など細かい指示が沢山ありました。生徒達が

臨む姿勢立派でした。

初めての海外（韓国）でテンションが上がりました。カルビはとてもおいしかったです／初

日から楽しくて充実した一日だった。明日はジョンバルとの交流を楽しみたい／初めての

外国！韓国！楽しすぎて頭がおかしくなりそうだった／ソウルは思ったより都会だった／韓国はとてもいい

ところで四日間楽しめそうだ。明日からも頑張る！／楽しいことがいっぱいだけれど緊張感も忘れずに！（先生）

ソウル市内観光と姉妹校ジョンバル高校との交流！！（前編）

↓朝食は毎日バイキングです。「その場で焼いてもらえる目玉焼き」が人気でした。洋食

がやや人気のようですね。

←景福宮で初のクラス集合写

真！李朝の王宮のスケール

の大きさや日本の建築様式と

の共通点や違いを発見しまし

た。（中国人観光客の多さに

中国の勢いを感じました。）

←昼食のうどんすきです。ス

テンレスの箸にもだいぶ慣

れました。（この班の鍋は大

丈夫？）

→とにかく賑やかな南大門

市場！目移りします。


